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第１章 私立大学の自主性・自律性（特色ある運営）の尊重 

 

１－１建学の精神 

ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

（１）建学の精神・理念 

建学の精神・理念は次のとおりです。 

カトリック女子修道会「宗教法人純心聖母会」

を設立母体とする学校法人東京純心女子学園

（以下、「本学園」という。）は、「キリストの教えに

基づいて真善美を探究するために、聖母マリア

を理想とすること」を建学の精神とし、聖母マリア

に倣い、キリストにおいて示された神の愛によっ

て、豊かな情操と高い知性を育み、責任ある愛と

奉仕の精神に富む人を育成することを教育の目

的としています。 

東京純心大学(以下「本学」という。)の基本理

念としては、カトリック的人類愛に根ざした教育

理念に基づき、身についた知識や技能をもっ

て、他者のために尽くす愛が真の知恵であると

し、本学の教育はこの「愛に根ざした真の知恵

“SapientiainCaritateFundata”」を備えた、平和

的国際社会と地域社会のよき担い手となる人材

の育成を目指しています。 

 

(1)適切に運用しています。 

なお、2021 年度自己点検第三者委員会の総括

でも「建学の精神、理念に基づくディプロマポリ

シーは明確で優れている」と評価されています。 

（２）建学の精神・理念に基づく人材像 

建学の精神・理念に基づく人材像は、次のとお

りです。 

本学は、カトリック的人類愛に根ざした教育理

念に基づき、平和的国際社会と地域社会のよき

担い手となる「愛に根ざした真の知恵」を身につ

けた人間の育成を教育の目的としています。 

そのために「聖母マリアに倣う人格形

成」、「普遍的真理の探究」、「国際社会にい

きる教養の体得」を柱として、自己の可能

性に挑戦し続けられる人材の育成によっ

て、個性豊かな文化の創造と発展に貢献で

きる人を社会に送り出すことを目指しま

す。 

(2)適切に運用しています。 
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１－２教育と研究の目的 

ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

（１）建学の精神・理念に基づく教育目的 

本学の建学の精神・理念に基づく、教育目的

はつぎのとおりです。 

①大学の教育目的 

本学は、教育基本法及び学校教育法にのっと

り、カトリック的人類愛に根ざした教育理念に基

づき、学術の中心として真理を求め、広い知識と

深い専門の学芸を教授研究し、知的・道徳的及

び応用的能力の展開による人間形成につとめ

る。平和的国際社会と地域社会のよき担い手と

して、普遍的かつ個性豊かな文化の創造と発展

及び人類の福祉に貢献し、奉仕し得る人間の育

成を教育目的としています。 

 

(1)①②ともに適切に運用しています。 

なお、2021 年度自己点検第三者委員会の委員

から 創立者江角ヤス氏が掲げた建学の精神が

全ての学科で見事に活かされていると評価され

ています。 

②学部学科の教育目的 

○ 現代文化学部こども文化学科は、個性豊か

な現代文化の創造と発展及び人類の福祉に

貢献し得る人間の育成を目的とし、「こども・

からだ・こころ・あそび」にかかわる専門的事

項、技能・表現の修得をとおして、高度な専

門性、実践力を備えた人材の育成を教育目

的としています。 

○ 看護学部看護学科は、生命を持つものはか

けがえのない存在であると認識し、他者を思

いやる心をもつ看護専門職として社会に貢献

でき、生涯を通して自己の可能性に挑戦し続

けられる人材の育成を教育目的としていま

す。 

 

 

（２）中期５カ年年計画の策定と改定に必要な取

組みについて 

①安定した経営を行うために、認証評価を踏ま

えて中期的な学園内外の環境の変化の予測に

基づく、適切な中期計画を策定します。 

 

 

①認証評価を踏まえて、2019 年を初年度とする

財政再建を狙いとした中期 5 カ年計画を策定し

ました。しかし、策定後におけるコロナ感染症や

学校改革の新たな取り組みの模索の影響もあ

り、環境変化の予測が困難となり、計画と実績に

大きなずれが生じています。 
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ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

②中期計画の進捗状況、財務状況について

は、常任理事と事務局長を中心に進捗状況を

管理把握し、その結果を理事会・評議員会及び

学園内で公表するなど、透明性ある法人運営・

大学運営に努めています。 

②中期計画の進捗状況について、計画初年度

はガバナンスコードに沿って、管理把握すること

ができました。しかし、計画の２年度目である

2020 年度以降については、環境変化の予測に

大きなずれが生じてしまい、将来予測が困難とな

ってしまいました。このため、計画の進捗状況、

財務状況を通しての透明性ある法人運営・大学

運営については、毎年、単年度で策定している

事業計画で補完しています。 

また、この事業計画とは別に、2021 年度に、中

学、高校、大学の各部門の入学者数目標をベ

ースに中・長期的な収支計画を策定するとともに

大学の入学者定員の見直しや保健師課程の創

設などの学校改革をスタートさせました。 

2021 年度開催の理事会・評議員会では、学校

改革の進捗状況の説明がなされ、課題や問題

点を整理し、改善策を議論しながら経営改善を

試みているところです。今のところ、満足な収支

改善の成果は上げられていません。 

 

③財務的な裏付けのある中期的な計画の実現

のために、全ての理事を含めた経営陣全体や、

経営陣を支えるスタッフの経営能力を高めてい

きます。 

③日本私立学校振興・共済事業団の私学経営

情報センターや取引銀行と経営改善についての

相談を通じて得られた情報の共有化を図り、中

期計画の実現に向けながら経営陣やスタッフの

経営能力の向上に努めています。 

 

④改革のために、教職協働の観点からも事務職

員の人材養成・確保など事務職員の役割を一

層重視します。 

④人材育成の観点から、他大学との人事交流や

派遣、兼務発令を必要に応じて行うとともに、ＩＲ

室長、入試・広報課長などの枢要ポストについて

幹部職員を積極的に採用しています。しかしな

がら、一般事務職員の退職・欠員に伴う後任補

充については困難な状況が続いています。 

 

⑤経営陣と教職員が中期的な計画を共有し、教

職員からも改革の実現に際して積極的な提案を

受けるなど法人全体の取組みを徹底します。 

⑤経営陣と教職員間で中期計画策定時及び計

画の２年度までは計画内容の共有がなされてお

り、必要に応じて提案も受けていました。その後

の状況は、コロナ感染症の影響や学校改革の不

透明さの中、中期計画の進行管理と計画内容の
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ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

共有化が困難となったため、これを補完するもの

として、年度毎に策定する事業計画に沿って、

学園全体での取り組みの徹底を図っています。 

今後は、学園を取り巻く諸環境の動向を見極

めた上で、新たな中期計画を策定し、経営陣と

教職員との認識の共有化に向け、法人全体の

取り組みを徹底していきます。 

なお、2021年 10月、日本私立学校振興・共済

事業団、私学経営情報センターの職員を招き、

経営改善講演会を実施しました。理事長、学

長、校長の経営陣及び中高大学の教職員が出

席し、活発な質疑やアンケートを実施し、この研

修会は、経営陣及び教職員の経営改善マインド

の向上とともに、今後策定する新たな中期計画

の共有化に向けた一歩と位置付けています。 

 

⑥中期的な計画に盛り込む内容例は次のとおり

です。 

ア 建学の精神・理念に基づき育成する具体的

な人材像とこれを実現する教育目標 

イ 教育改革の具体策と実現見通し 

ウ 経営・ガバナンス強化策 

エ 法人・教学部門双方の積極的な情報公開 

オ 財務基盤の安定化策 

カ 学園内の入学定員確保策 

キ 学園内の教育環境整備計画 

ク グローバル化、ICT 化策 

ケ 計画実現のための PDCA 体制等 

⑥今後ガバナンスコードに沿って中期計画を策

定していきます。 

（３）本学の社会的責任等 

①自主的に運営基盤の強化を図るとともに、本

学の教育の質の向上及び経営の透明性の確保

を図るよう努めます。 

 

(3)①～③について適切に運用しています。 

②学生を最優先に考え、文部科学省、東京都、

日本私立学校振興・共済事業団、教職員、学生

父母、卒業生、地域社会構成員等他のステーク

ホルダーとの関係を保ち、公共性・地域貢献等

を念頭に学校法人経営を進めます。 
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ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

 

③本学の目的達成のためには、多様性への対

応が不可欠との認識に立ち、男女共同参画社

会への対応や、障害を理由とする差別の解消の

推進に関する基本方針（平成 27 年 2 月 24 日

閣議決定）をはじめ、多様性への対応を実施し

ます。 

 

 

 

第２章 安定性・継続性（学校法人運営の基本） 

２－１理事会 

ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

（１）理事会の役割 

①意思決定の議決機関としての役割 

ア 理事会は、本学園の経営強化を念頭におき

業務を決し、理事の職務執行を監督します。 

 

(1)①、④、⑥～⑨については、適切に運用して

います。 

②理事会の議決事項の明確化等 

ア 理事会において議決する事項は、学園の経

営方針、業務内容、人事事項や争訟事項な

ど非常に多岐にわたっているため、理事会ご

とに、法人事務局と理事長及び常任理事が

相談しながら決めているのが現状ですが、私

立大学協会版ガバナンスコードに沿って、将

来的には議決事項を寄附行為等に明示いた

します。 

イ 理事会において議決された事項は、議事録

に記録し、保管します。 

ウ 理事会へ業務執行者から適切な報告がなさ

れるよう留意します。 

 

②理事会の議決事項は多岐にわたっており報

告事項との仕分けなどについては苦慮することも

あることから、寄附行為で議決事項を明示してい

くことの意義は認識しているものの、現時点では

具体的な議論がスタートしていません。 

また、2021 年 10 月から常任理事会及び理事

会・評議員会議事録概要を学内イントラネットで

公表しています。 

③理事及び大学運営責任者の業務執行の監督 

ア 理事会は、理事及び本学の運営責任者（学

長、副学長及び学部長）に対する実効性の

高い監督を行うことを主要な役割・責務の一

つと捉え、適切に大学の業務等の評価を行

い、その評価を業務改善に活かします。 

③理事会が、運営責任者に対する監督責任を

果たすため、毎年５月開催の理事会に提出する

事業報告書を通して評価し、業務改善につなげ

るとともに、2021 年度には、休眠状態であった内

部監査計画を策定しました。2022 年度は大学の

公的研究費の監査を実施しました。 
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ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

イ 理事会は、適時かつ正確な情報共有が行わ

れるよう監督を行うとともに、内部統制やリスク

管理体制を適切に整備します。 

 

④学長への権限委任 

ア学長が任務を果たすことができるようにするた

めに、理事会の権限の一部を学長に委任してい

ます。 

イ学長が副学長を置くなど、各々担当事務を分

担させ、管理する体制としています。 

ウ各々の所掌する校務及び所属教職員の範囲

については、可能な限り規程整備等による可視

化を図ります。 

 

⑤実効性のある開催 

ア理事会は、年間の開催計画を策定し、予想さ

れる審議事項については事前に決定して全理

事で共有します。 

イ審議に必要な時間は十分に確保します。 

⑤新型コロナ禍の中、希望者はリモート(web)で

理事会に参加して頂くなど、実効性のある開催

に向けて取り組んでいます。 

⑥役員（理事・監事）は、(ァ)その任務を怠り、学

校法人に損害を与えた場合、(ィ)その職務を行う

際に悪意又は重大な過失により第三者に損害を

与えた場合、当該役員は、これを賠償する責任

を負います。 

 

⑦役員（理事・監事）が学校法人又は第三者に

生じた損害を賠償する責任を負う場合、他の役

員も当該損害を賠償する責任を負うときは、これ

らの者は連帯して責任を負います。 

 

⑧役員（理事・監事）の学校法人に対する責任

が加重とならないよう損害賠償責任の減免の

規定を整備します。 

 

⑨理事会の議事について特別の利害関係を有

する理事は、議決に加わることができません。 

 

 

２－２理事 

ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

（１）理事の責務（役割・職務・監督責任）の明確

化 

①理事長は、学校法人を代表し、その業務を総

(1)①、③～⑦については適切に運用していま

す。 
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ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

理します。 

 

②理事長を補佐する理事として、常任理事を置

き、各々の役割のほか、理事長の代理権限順位

も定めることとします。 

②理事長の職務代理については、東京純心女

子中学・高等学校校長を定めているが、校長以

下の代理権限の順位については、また議論され

ていません。 

 

③理事長及び理事の解任については、寄附行

為に明確に定めています。 

 

 

④理事は、法令及び寄附行為を遵守し、学校法

人のため忠実にその職務を行います。 

 

 

⑤理事は、善管注意義務及び第三者に対する

賠償責任義務を負います。 

 

 

⑥理事は、学校法人に著しい損害を及ぼすおそ

れのある事実を発見した場合は、これを理事長

及び監事に報告します。 

 

⑥現時点で発見された事項はありません。 

⑦学園と理事との利益が相反する事項について

は、理事は議決権を有しません。また、利益相

反取引を行おうとするときは、理事会において当

該取引について事実を開示し、承認を受ける必

要があります。 

 

 

(２)理事となる者は、次に掲げる者としています。 

① 宗教法人純心聖母会から選任された同会会

員２人 

② 東京純心大学長 

③ 東京純心女子高等学校長 

④ 評議員のうちから理事会において選任した者

１人 

⑤ 学園に関係のある学識経験者及び功労者の

うち理事会において選任した者２人 

 

 

 

(2)①～④については、適切に運用しています。 

 

 

 

 

 

 

⑤１名の理事について 2020 年７月から１年以上

欠員(逝去による欠員)状態が継続していました。

2022 年１月に欠員補充しており、現時点で適正

な状態となっています。 
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ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

（３）常任理事の役割 

① 教職員である理事は、知識・経験・能力を活

かし、教育・研究、経営面について、大学の

持続的な成長と中長期的な安定経営のため

適切な業務執行を推進します。 

② 教職員として理事となる者については、教職

員としての業務量などに配慮しつつ、理事と

しての業務を遂行します。 

 

(3)①②ともに適切に運用しています。 

（４）外部理事の役割 

① 複数名の外部理事（私立学校法第 38 条第

5 項に該当する理事）を選任します。 

② 外部理事は、学園の経営力・マネジメントの

強化のため、理事会において様々な視点か

ら意見を述べ、理事会の議論の活発化に大

きく寄与し、理事としての業務を遂行します。 

 

③ 外部理事には、審議事項に関する情報につ

いて理事会開催の事前・事後のサポートを十

分に行います。 

 

(4)①③については、適切に運用しています。 

 

 

②外部理事については学園のマネジメントやガ

バナンス強化という視点から４名選任することと

なっています。前述の通り１年以上欠員の後、

2022 年１月の臨時理事会において補充されて

います。 

（５）理事への研修機会の提供と充実 

全理事に対し、十分な研修機会を提供し、その

内容の充実に努めます。 

(5)現時点で、未着手です。コロナ感染症の影響

もあり、全理事に対する研修機会の提供につい

て、現状では不十分であるため、文部科学省等

が作成している研修教材を使い、オンデマンド

形式などでの実施を検討します。 

 

 

２－３監事 

ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

（１）監事の責務（役割・職務範囲）について 

① 監事は、善管注意義務及び第三者に対する

賠償責任義務を負います。 

② 監事は、その責務を果たすため、寄附行為に

則り、理事会に出席し財産の状況、理事の業

務執行の状況について意見を述べることがで

きます。 

③ 監事は、本学園の業務、財産の状況及び理

(1)①～⑤全て適切に運用しています。 
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ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

事の業務執行の状況を監査します。 

④ 監事は、本学園の業務等に関し不正の行

為、法令違反、寄附行為に違反する重大な

事実があることを発見した場合、文部科学大

臣に報告し、又は理事会・評議員会へ報告し

ます。さらに、理事会・評議員会の招集を理

事長に請求できます。 

⑤ 監事は、理事の行為により学校法人に著しい

損害が生じるおそれがあるときは、当該理事

に対し当該行為をやめることを請求できま

す。 

 

（２）監事の選任 

① 監事の独立性を確保する観点を重視し、監

事は、理事会において選出した候補者のうち

から、評議員会の同意を得て、理事長が選任

します。 

② 監事は２名置くこととします。 

③ 監事の業務の継続性が保たれるよう、監事相

互の就任・退任時期について十分考慮しま

す。 

 

(2)①、③については適切に運用しています。 

②について、令和３年５月迄は、２名の監事のう

ち１名が遠隔地に居住していたこともあり、理事

会・評議員会の出席が厳しい状況でしたが、

2021 年７月の役員改選を機に。新監事を選任

し、出席いただいています。 

（３）監事監査規程 

① 監査機能の強化のため、東京純心女子学園

監事監査規程(以下「監査規程」という。)を作

成しています。 

② 監事は、監査計画を定め、関係者に通知しま

す。 

③ 監事は、監査規程に基づき監査を実施し、監

査結果を具体的に記載した監査報告書を作

成し、理事会及び評議員会に報告し、これを

公表します。 

 

(3)①～③全て適切に運用しています。 

（４）監事業務を支援するための体制整備 

① 監事は、適切な監査を実施するため、本学園

が委託する監査法人及び企画調査役(内部

監査員)の三者による監査結果について、意

(4)①～③全て適切に運用しています。 
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ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

見を交換し監事監査の機能の充実を図りま

す。 

② 監事に対し、十分な研修機会を提供します。 

③ その他、監事の業務を支援するための体制

整備に努めます。 

 

 

２－４評議員会 

ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

（１）諮問機関としての役割 

次に掲げる事項について、理事長は、評議員会

に対し、あらかじめ、評議員会の意見を聞きま

す。なお、諮問事項に関して特別の利害関係を

有する評議員は、議決に加わることができませ

ん。 

①予算、借入金（当該会計年度内の収入をもっ

て償還する一時借入金を除く。）及び基本財産

の処分並びに運用財産中の重要な不動産及び

積立金の処分 

②事業に関する中期的な計画 

③予算外の新たな義務の負担又は権利の放

棄、重要な資産の処分に関する事項 

④役員報酬に関する基準 

⑤寄附行為の変更 

⑥合併 

⑦目的たる事業の成功の不能による解散 

⑧寄付金の募集に関する事項 

⑨その他、当学園の業務に関する重要事項で

理事会におい必要と認めるもの 

(1)①～⑨全て適切に運用しています。 

（２）評議員から意見を引き出す議事運営方法の

改善に努めます。 

(2)未着手です。現在、学校改革など課題が多

い中、重要事項については事前に資料提供や

必要に応じてレクチャーを行ったうえで評議員会

に臨んで頂いており、現状でも活発な議論がさ

れていると認識しています。このため、特段の改

善点が必要との認識までは至っていません。 

なお、新型コロナ禍の中、希望者はリモートで参

加して頂き、活発に審議頂いている。 
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ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

（３）評議員会は、当学園の業務若しくは財産の

状況又は役員の業務執行の状況について、役

員に意見を述べ、若しくはその諮問に答え、又

は役員から報告を徴することができます。 

(3)適切に運用しています。 

（４）評議員会は、監事の選任に際し、理事長が

評議員会の同意を得るための審議をします。

その際、事前に理事長は当該監事の資質や

専門性について十分検討します。 

(4)適切に運用しています。 

 

２－５評議員 

ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

（１）評議員の選任 

 

①評議員の人数は、理事人数に対して十分な

人数を選任します。 

 

 

①評議員の定員は 15 名ですが、理事のうちか

ら、理事の互選によって選任された評議員１名

について、2020 年度に逝去により欠員となりまし

た。その後任の選定に時間を要し、欠員状態が

継続していましたが、2022 年１月の理事会にお

いて後任を補充し、現在は適正な状態となって

います。 

 

②評議員となる者は、次に掲げる者としていま

す。 

ア 理事のうちから、理事の互選によって選任し

た者５人 

イ この学園の職員で、理事会において選任した

者５人 

ウ この学園の設置する学校を卒業した者で、年

齢２５歳以上の者のうちから、理事会におい

て選任した者２～３人 

エ この法人に関係のある学識経験者及び功労

者のうちから、理事会において選任した者２

～３人 

 

②寄附行為上は、評議員の対象者の一つとし

て、理事のうちから、理事の互選によって選任さ

れた５人となっていますが、そのうち１名の欠員

について 2022 年度１月に補充しました。 

③学校法人の業務若しくは財産状況又は役員

の業務執行について、意見を述べ若しくは諮

問等に答えるため、多くのステークホルダーか

③弁護士、他学校法人理事長、他大学学長、

財務の有識者（外資系銀行ＯＢ）、教職員及び

卒業生と多様なステークホルダーから選出して
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ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

ら、広範かつ有益な意見具申ができる有識者

を選出します。 

 

います。なお、私立学校法の改正を踏まえ、さら

に多様な背景を持つ人選を行います。 

 

第３章教学ガバナンス（権限・役割の明確化） 

３－１学長 

ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

（１）学長の責務（役割・職務範囲） 

① 学長は、学則第２条の「教育基本法及び学

校教育法にのっとり、カトリック的人類愛に根

ざした教育理念に基づき、学術の中心として

真理を求め、広い知識と深い専門の学芸を

教授研究し、知的・道徳的及び応用的能力

の展開による人間形成につとめます。平和的

国際社会と地域社会のよき担い手として、普

遍的かつ個性豊かな文化の創造と発展及び

人類の福祉に貢献し、奉仕し得る人材の育

成」という目的を達成するため、リーダーシッ

プを発揮し、大学教学運営を統括し、所属教

職員を統督します。 

② 学長は、理事会から委任された権限を行使し

ます。 

③ 学長は、所属教職員が、学長方針、中期的

な計画、学園経営情報を十分理解できるよ

う、これらを積極的に周知し共有することに努

めます。 

 

(1)①～③全て適切に運用しています。 

（２）学長補佐体制（副学長・学部長の役割） 

① 大学に副学長、学長補佐を置くことができる

ようにしており、運営組織規程において「副学

長は、学長の職務を補佐する」とし、また、

「学長補佐は、学長の命を受け、特定の業務

を補佐する」としています。 

② 学部長の役割については、運営組織規程に

おいて「学部長は、学部を代表し、その学事

に関する運営を掌る」としています。 

 

(2)①、②ともに適切に運用しています。 
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３－２教授会 

ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

（１）教授会の役割（学長と教授会の関係） 

教授会は、学長が、大学の教育研究の重要な

事項について決定を行うにあたり、教授会の意

見を聴くことが必要なものについて、審議し意見

を述べることとしています。審議する事項につい

ては東京純心大学教授会規程に定めていま

す。 

ただし、学校教育法第 93 条に定められている

ように、教授会は、定められた事項について学長

が決定を行うに当たり意見を述べる機関であり、

学長の最終判断が教授会の審議結果に拘束さ

れるものではありません。 

 

(1)適切に運用しています。 

 

 

第４章公共性・信頼性（ステークホルダーとの関係） 

４－１学生に対して 

ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

（１）学生の学びの基礎単位である学部等にお

いても、３つの方針（ポリシー）を明確にし、入学

から卒業に至る学びの道筋をより具体的に明確

にします。 

①大学全体及び学部ごとの３つの方針（ポリシー） 

ア 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリ

シー） 

イ 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポ

リシー） 

ウ 入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシ

ー） 

②自己点検・評価を実施し広く社会に公表する

とともに、その結果に基づき学生の学修成果と進

路実現にふさわしい教育の高度化、学修環境・

内容等のさらなる整備・充実に取組みます。 

③ダイバーシティ・インクルージョン（多様性の受

容）の理念を踏まえ、ハラスメント等の健全な学

生生活を阻害する要因に対しては、学内外を問

わず毅然かつ厳正に対処します。 

(1)①～③全て適切に運用しています。 
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４－２教職員等に対して 

ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

（１）教職協働 

実効性ある中期的な計画の策定・実行・評価

（ＰＤＣＡサイクル）による大学価値向上を確実に

推進するため、教員と事務職員等は、教育研究

活動等の組織的かつ効果的な管理・運営を図る

ため適切に分担・協力・連携を行い、教職協働

体制を確保します。 

 

(1)適切に運用しています。 

(２)ユニバーシティ・ディベロップメント：ＵＤ 

全ての構成員による、建学の精神・理念に基

づく教育・研究活動を通じて、本学の社会的価

値の創造と最大化に向けた取り組みを推進しま

す。 

①ボード・ディベロップメント：ＢＤ 

監事は毎年度策定する監査計画と報告書を理

事会並及び評議員会に報告します。 

②ファカルティーディベロップメント：ＦＤ 

ア ３つの方針（ポリシー）の実質化と教育の質保

証の取組みを推進するため、教員個々の教

育・研究活動に係るＰＤＣＡを毎年度明示し

ます。 

イ 建学の精神と教育理念に基づき、各学部の

教育目的(人材育成の目的)を実現するため

に、教員個々に必要とされる資質と能力の向

上に向け、学長のもとに組織的で継続的な取

り組みを行います。 

③スタッフ・ディベロップメント：ＳＤ 

ア 全ての教員・職員等はその専門性と資質の

向上のための取組みを推進します。 

イ ＳＤ推進に係る基本方針と年次計画を定め、

計画的な取組みを推進します。 

ウ 教職協働に対応するため、事務職員等として

の専門性、資質の高度化に向け、年次計画

に基づき業務研修を行います。 

 

(2)①～③全て適切に運用しています。 

 

 



東京純心大学 

  15  

４－３社会に対して 

ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

(１)認証評価及び自己点検・評価 

①認証評価 

平成 16（2004）年度から、全ての大学は、7 年

以内ごとに文部科学大臣が認証する評価機

関の評価を受けることが法律で義務付けられ

ました。本学も評価機関の評価を受審し、評

価結果を踏まえて自ら改善を図り、教育・研究

水準の向上と改善に努めます。 

②自己点検及び評価結果等を踏まえた改善・

改革(PDCA サイクル)の実施 

教育目標や組織目標の実現に向け、それらの

目標の達成状況及び各種課題の改善状況等

に関する定期的な自己点検・評価を実施し、

その結果を踏まえた改善・改革のための計画

を策定し、実行します。 

③学内外への情報公開 

自己点検や改善·改革に係わる情報及び保有

する教育・研究をはじめとする各種情報資源

を、刊行物やホームページ等を通じて積極的

に公開することにより、学内外の関係者及び

社会に対する説明責任を果たします。 

 

(1)①～③全て適切に運用しています。 

（２）社会貢献・地域連携 

① 資源を活用し、社会の発展と安定に貢献

するため、教育・研究活動の多様な成果を

社会に還元することに努めます。 

② 産官学の組織的連携に向け、「知の拠点」

としての大学の役割を認識し、産学、官

学、の結節点としての機能の充実を図りま

す。 

③ 地域の多様な社会人を受け入れるととも

に、時代の要請に応じた生涯学習の場を

広く提供します。 

④ 大規模災害への対応として、地域と減災活

動の取組みに向けた協議を始めます。 

⑤ 環境問題を始めとする社会全体のサステ

ナビリティを巡る課題に対応します。 

(2)①～⑤全て適切に運用しています。 
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４－４危機管理及び法令遵守 

ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

（１）危機管理のための体制整備 

①危機管理体制の整備と危機管理マニュアル

の整備に取組みます。 

ア 大規模災害 

イ 不祥事（ハラスメント、公的研究費不正使用

等） 

 

①危機管理対策の整備に向けて、既存の計画

を見直すとともに、今後は全てのマニュアル整備

の検討に着手します。 

②災害防止、不祥事防止対策に取組みます。 

ア 学生･生徒等の安全安心対策 

イ 減災・防災対策 

ウ ハラスメント防止対策 

エ 情報セキュリティ対策 

オ その他のリスク防止対策 

②災害防止、不祥事防止対策のうち、ア 学生・

生徒等の安心安全対策について、中高につい

ては、行事毎のマニュアルを作成して運用してい

ますが、大学については未整備の状態です。 

エ 情報セキュリティ対策については、課題認識

はあるものの、限られた教職員での対症療法的

な対応しか出来ておらず、総合的な対策につい

ては未着手です。 

 

③ 事業継続計画の策定に取組みます。 ③ 事業継続計画策定に向けた検討に着手して

います。 

 

（２）法令遵守のための体制整備 

① 全ての教育・研究活動、業務に関し、法令、

寄附行為、学則並びに諸規程(以下、法令等

という。)を遵守するよう組織的に取り組みま

す。 

② 当学園における不正行為などの早期発見と

是正を図るとともに、通報者又は相談者の保

護を目的とした窓口を法人事務局内に設置

しています。 

 

(2)①、②ともに適切に運用しています。 

 

第５章透明性の確保（情報公開） 

５－１情報公開の充実 

ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

（１）法令上の情報公表 

公表すべき事項は学校教育法施行規則（第

172 条第２項）､私立学校法等の法令及び日本

私立大学団体連合会のガイドライン等によって

指定若しくは一定程度共通化されていますが、

(1)①、②ともに適切に運用しています 
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ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

公開するとした情報については主体的に情報発

信していきます。 

①教育・研究に資する情報公表 

ア 大学の教育研究上の目的 

イ 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリ

シー） 

ウ 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポ

リシー） 

エ 入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシ

ー） 

オ 教育研究上の基本組織 

カ 教員組織、教員の数並びに各教員が有する

学位及び業績 

キ入学者の数、収容定員、在学学生数、卒業又

は修了者数並びに進学者数及び就職者数

その他進学及び就職等の状況 

ク 授業科目、授業方法及び内容並びに年間の

授業計画 

ケ 学修成果に係る評価及び卒業又は修了認

定に当たっての基準 

コ 校地、校舎等の施設及び設備その他の学生

の教育研究環境 

サ 授業料、入学料等の大学が徴収する費用 

シ 大学が行う学生の修学、進路選択及び心身

の健康等に係る支援 

ス 学生が修得すべき知識及び能力 

②学校法人に関する情報公表 

ア 財産目録・貸借対照表・収支計算書 

イ 寄附行為 

ウ 監事の監査報告書 

エ 役員等名簿（個人の住所に係る記載の部分

を除く） 

オ 役員報酬に関する基準 

カ 事業報告書 

 

 

 

 

①教育・研究に資する情報公表に、ディプロマ・

ポリシー、カリキュラムポリシー、アドミッションポリ

シーに加え、アセスメントポリシー(大学、教育、

科目の検証)を追加しています。 
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ガバナンスコードの記載内容(2022 年３月) 点検結果(2022 年 11 月) 

（２）自主的な情報公開 

法律上公開が定められていない情報について

も、積極的に自らの判断により努めて最大限公

開します。 

 

(2)適切に運用しています。 

（３）情報公開の工夫等 

① 上記（１）②及び（２）に関する情報について

は、Web 公開に加え、請求があれば閲覧に

供します。 

② 情報公開に当たっては、対象者、方法、項目

等を明らかにした情報公開方針を策定し、公

開します。 

③ 公開方法は、インターネットを使った Web 公

開が主流ですが、閲覧者が多岐にわたること

を考慮し、大学ポートレートのほか、学生便

覧、入学案内、各種パンフレット等の媒体も

活用します。 

④公開に当たっては、分かりやすい説明を付け

るほか、説明方法も常に工夫します。 

 

(3)①～④全て適切に運用しています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


